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◇
予
備
自
衛
官
等
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
の

国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
の
兼
業
の
特
例
に
関
す

る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
二
百
七

十
三
号
）（
防
衛
省
）

予
備
自
衛
官
等
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
の

国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
の
兼
業
の
特
例
に
関
す
る

法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
四
十
号
）
の
施
行
期
日
は
、
令

和
九
年
四
月
一
日
と
す
る
。

〔
政

令
〕

〇
予
備
自
衛
官
等
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
を

図
る
た
め
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務

員
の
兼
業
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
施
行

期
日
を
定
め
る
政
令
（
二
七
三
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
内
の
社
会
的
弱
者
に

対
す
る
食
糧
援
助
に
関
す
る
日
本
国
政
府

と
世
界
食
糧
計
画
と
の
間
の
書
簡
の
交
換

に
関
す
る
件
（
外
務
二
八
〇
）

〇
千
九
百
六
十
一
年
の
麻
薬
に
関
す
る
単
一

条
約
の
付
表
の
改
正
に
関
す
る
件

（
同
二
八
一
）

〇
向
精
神
薬
に
関
す
る
条
約
の
付
表
の
改
正

に
関
す
る
件
（
同
二
八
二
）

〇
個
人
の
各
年
分
の
事
業
所
得
の
金
額
の
計

算
上
必
要
経
費
に
算
入
す
る
租
税
特
別
措

置
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ

る
負
担
金
又
は
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所

得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の
額
に
算
入
す

る
同
法
第
六
十
六
条
の
十
一
第
一
項
第
五

号
に
掲
げ
る
負
担
金
に
係
る
公
益
法
人
等

並
び
に
基
金
及
び
期
間
を
指
定
す
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
財
務
二
四
一
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
す
る
件

（
農
林
水
産
一
三
八
七
〜
一
四
〇
四
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

（
同
一
四
〇
五
）

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
同
一
四
〇
六
、
一
四
〇
七
）

〇
船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に

関
す
る
法
律
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
船
級
協
会
の
登
録
を
し
た
件

（
国
土
交
通
一
一
二
〇
）

〇
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
場

を
認
定
し
た
件
（
同
一
一
二
一
）

〇
航
路
標
識
に
関
す
る
件

（
海
上
保
安
庁
二
九
）

〇
海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
実
施
す
る
件

（
防
衛
二
三
一
〜
二
三
四
）

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

内
閣
府

法
務
省

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

関
東
地
方
整
備
局
公
示（
関
東
地
方
整
備
局
）

九
州
地
方
整
備
局
公
示（
九
州
地
方
整
備
局
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
会
社
更
生
、

再
生
、
所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他





政

令

そ

の

他

告

示

向
精
神
薬
に
関
す
る
条
約
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。

付
表
Ⅱ
中
「
六
五
」
を
「
六
六
」
と
し
、「
四
四
」
か
ら
「
六
四
」
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
下
げ
、「
四
三
」
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

四
四

Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ｂ

Ｆ

Ｕ
Ｂ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ

Ａ

メ
チ
ル
二
｛﹇
一

（
四

フ
ル
オ
ロ
ベ
ン
ジ
ル
）
イ
ン

ダ
ゾ
ー
ル

三

カ
ル
ボ
ニ
ル
﹈
ア
ミ
ノ
｝

三
・
三

ジ
メ
チ
ル
ブ
タ
ノ
ア
ー
ト

令和年月日 水曜日 第号官 報

予
備
自
衛
官
等
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
の
兼
業
の
特
例
に
関
す
る
法

律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
九
月
九
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
二
百
七
十
三
号

予
備
自
衛
官
等
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
の
兼
業
の
特
例
に
関
す

る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
予
備
自
衛
官
等
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
の
兼
業
の
特
例
に

関
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第
四
十
号
）
附
則
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

予
備
自
衛
官
等
の
職
務
の
円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
の
国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
の
兼
業
の
特
例
に
関
す
る
法

律
の
施
行
期
日
は
、
令
和
九
年
四
月
一
日
と
す
る
。

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
八
十
号

令
和
八
年
八
月
十
二
日
に
ヤ
ウ
ン
デ
で
、
カ
メ
ル
ー
ン
共
和
国
内
の
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
食
糧
援
助
に
関
す
る
次

の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
世
界
食
糧
計
画
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

食
糧
援
助
規
約
に
関
連
し
て
行
わ
れ
る
食
糧
援
助
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物

及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

二
億
円

３

署
名
者

日

本

側

南
健
太
郎
在
カ
メ
ル
ー
ン
大
使

世
界
食
糧
計
画
側

ジ
ャ
ン
ル
ー
カ
・
フ
ェ
レ
ー
ラ
在
カ
メ
ル
ー
ン
事
務
所
代
表

令
和
八
年
九
月
九
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
八
十
一
号

昭
和
三
十
六
年
三
月
三
十
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
作
成
さ
れ
た
「
千
九
百
六
十
一
年
の
麻
薬
に
関
す
る
単
一
条
約
」

第
三
条
の
規
定
に
従
い
、
同
条
約
の
付
表
Ⅰ
に
次
の
よ
う
に
物
質
が
加
え
ら
れ
る
旨
の
決
定
が
行
わ
れ
、当
該
決
定
は
、

同
条
７
の
規
定
に
従
い
、
令
和
八
年
五
月
二
十
九
日
に
効
力
を
生
じ
た
。

（
令
和
八
年
五
月
二
十
九
日
付
け
国
際
連
合
事
務
総
長
書
簡
）

令
和
八
年
九
月
九
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

千
九
百
六
十
一
年
の
麻
薬
に
関
す
る
単
一
条
約
の
付
表
Ⅰ
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
シ
ク
ロ
プ
ロ
ピ
ル
フ
ェ
ン
タ
ニ
ル
（
Ｎ

フ
ェ
ニ
ル

Ｎ

﹇
一

（
二

フ
ェ
ニ
ル
エ
チ
ル
）
ピ
ペ
リ
ジ
ン

四

イ
ル
﹈
シ
ク
ロ
プ
ロ
パ
ン
カ
ル
ボ
キ
サ
ミ
ド
）」の
次
に
「
Ｎ

デ
ス
エ
チ
ル
エ
ト
ニ
タ
ゼ
ン
（
二
﹇（
四

エ
ト

キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）メ
チ
ル
﹈
Ｎ

エ
チ
ル

五

ニ
ト
ロ

一
Ｈ

ベ
ン
ズ
イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル

一

エ
タ
ン
ア
ミ
ン
）」

を
加
え
る
。

「
プ
ロ
ト
ニ
タ
ゼ
ン
（
Ｎ
・
Ｎ

ジ
エ
チ
ル

五

ニ
ト
ロ

二
﹇（
四

プ
ロ
ポ
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
メ
チ
ル
﹈

一
Ｈ

ベ
ン
ズ
イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル

一

エ
タ
ン
ア
ミ
ン
）」の
次
に
「
Ｎ

ピ
ロ
リ
ジ
ノ
イ
ソ
ト
ニ
タ
ゼ
ン
（
五

ニ
ト

ロ

二

﹇
四

（
二

プ
ロ
ポ
キ
シ
）
ベ
ン
ジ
ル
﹈

一

﹇
二

（
ピ
ロ
リ
ジ
ン

一

イ
ル
）
エ
チ
ル
﹈

一

Ｈ

ベ
ン
ゾ
﹇
ｄ
﹈
イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル
）」を
加
え
る
。

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
八
十
二
号

昭
和
四
十
六
年
二
月
二
十
一
日
に
ウ
ィ
ー
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
向
精
神
薬
に
関
す
る
条
約
」第
二
条
の
規
定
に
従
い
、

同
条
約
の
付
表
Ⅱ
に
次
の
よ
う
に
物
質
が
加
え
ら
れ
る
旨
の
決
定
が
行
わ
れ
、
当
該
決
定
は
、同
条
７
の
規
定
に
従
い
、

令
和
八
年
十
一
月
二
十
五
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

（
令
和
八
年
五
月
二
十
九
日
付
け
国
際
連
合
事
務
総
長
書
簡
）

令
和
八
年
九
月
九
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
財
務
省
告
示
第
二
百
四
十
一
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）第
三
十
九
条
の
二
十
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

個
人
の
各
年
分
の
事
業
所
得
の
金
額
の
計
算
上
必
要
経
費
に
算
入
す
る
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二

十
六
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
負
担
金
又
は
法
人
の
各
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の

額
に
算
入
す
る
同
法
第
六
十
六
条
の
十
一
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
負
担
金
に
係
る
公
益
法
人
等
並
び
に
基
金
及
び
期

間
を
指
定
す
る
件
（
平
成
二
十
七
年
九
月
財
務
省
告
示
第
三
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

別
表
損
害
保
険
契
約
者
保
護
機
構
（
東
京
都
千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二
丁
目
九
番
地
）
の
項
中
「
ま
で
及
び
」を「
ま

で
、」に
改
め
、「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
の
下
に「
及
び
同
年
九
月
九
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」

を
加
え
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
八
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
大
字

菜
摘
二
五
四
の
一
、
二
五
四
の
四
、
二
五
五
、
二
七
三

の
二
、
二
八
二
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。大

字
菜
摘
二
五
四
の
一
・
二
五
四
の
四
・
二
七

三
の
二
・
二
八
二
の
二
（
以
上
四
筆
に
つ
い
て
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
奈
良
県
庁
及
び
吉
野
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
八
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
大

字
伊
那
富
字
南
原
五
四
五
九
の
一
、字
沢
田
五
五
五
六
、

五
五
五
八
の
一
、
五
五
五
九
、
五
五
六
一
、
字
ホ
ウ
ゲ

五
五
六
〇
の
一
か
ら
五
五
六
〇
の
四
ま
で
、
五
五
六
二

の
一
、
五
五
六
二
の
二
、
五
五
六
三
、
五
五
六
四
、
五

五
六
五
の
一
、
五
五
六
六
、
五
五
六
七
、
五
五
六
八
の

一
、
五
五
六
八
の
三
、
字
巾
上
五
五
七
七
の
一
、
五
五

七
七
の
三
、
五
五
七
九
の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備





令和年月日 水曜日 第号官 報
三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
長

野
県
庁
及
び
辰
野
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
八
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
下
伊
那
郡
豊
丘
村
大

字
河
野
三
七
三
九
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
長

野
県
庁
及
び
豊
丘
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
九
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
佐

市
常
和
字
山
ノ

神
一
九
〇
二
の
五
、
一
九
一
三
の
二
、
一
九
一
三
の
三

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
長

野
県
庁
及
び
佐

市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
九
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

秋
田
県
仙
北
市
西
木
町
上
桧

木
内
字
横
枕
二
四
の
一
、
五
一
の
一
、
五
二
の
一
、
五

五
の
一
、
九
三
の
一
、
九
六
、
九
八
、
一
〇
〇
の
三
、

一
〇
一
の
一
、
一
〇
二
の
一
、
一
〇
三
の
一
、一
〇
四
、

字
左
通
二
〇
、
二
二
か
ら
二
五
ま
で
、
一
二
八
か
ら
一

三
三
ま
で
、
一
三
六
、
一
三
九
、
字
大
森
六
六
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
秋

田
県
庁
及
び
仙
北
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
九
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
媛
県
松
山
市
東
川
町
乙
一

一
七
の
一
六
、
乙
一
二
〇
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。東

川
町
乙
一
一
七
の
一
六
・
乙
一
二
〇
の
一

（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
媛
県
庁
及
び
松
山
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
九
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
媛
県
北
宇
和
郡
松
野
町
大

字
蕨
生
三
〇
一
八
の
一
、
三
〇
一
八
の
二
、三
〇
一
九
、

三
〇
二
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。大

字
蕨
生
三
〇
一
八
の
一
・
三
〇
一
九
・
三
〇

二
一
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。）、
三
〇
一
八
の
二

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
愛
媛
県
庁
及
び
松
野
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
九
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

愛
知
県
新
城
市
下
吉
田
字
上

新
戸
一
一
八
、
一
二
九
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
愛

知
県
庁
及
び
新
城
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
九
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

秋
田
県
北
秋
田
市
阿
仁
水
無

字
深
沢
一
の
一
、
字
治
五
兵
エ
岱
二
六
の
一
、
二
六
の

二
、
三
八
の
一
、
五
五
、
五
六
の
三
、
字
中
岱
一
か
ら

三
ま
で
、
六
、
一
三
、
一
七
、
一
八
、
二
一
、
二
二
、

二
四
、
阿
仁
真
木
沢
鉱
山
字
真
木
沢
二
八
の
四
五
、
二

八
の
四
六
、
二
八
の
四
七
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養





令和年月日 水曜日 第号官 報
三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
秋
田
県
庁
及
び
北
秋
田
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
九
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
関
市
富
之
保
字
岩
下

山
二
四
二
一
・
二
四
二
三
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の

図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
二
四
一
九
、
二
四
二
二
の

一
、
字
岩
向
平
二
五
四
六
の
一
、
二
五
四
七

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岐
阜
県
庁
及
び
関
市
役
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
九
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
大
垣
市
上
石
津
町
上

字
日
向
山
一
五
四
九

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐

阜
県
庁
及
び
大
垣
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
九
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
高
山
市
山
口
町
二
〇

九
七
の
一
、
二
〇
九
七
の
二
、
二
〇
九
八
の
一
、
二
〇

九
九
、
二
一
〇
二
か
ら
二
一
〇
四
ま
で

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐

阜
県
庁
及
び
高
山
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
九
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
瑞
浪
市
稲
津
町
小
里

字
宮
ケ
根
六
九
の
四
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岐
阜
県
庁
及
び
瑞
浪
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
児
島
県
伊
佐
市
大
口
針
持

字
水
堀
二
一
七
三
の
一
、
二
一
七
三
の
二
五
、
二
一
七

三
の
五
五
、
字
丸
牟
田
二
二
三
二
の
九

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
鹿

児
島
県
庁
及
び
伊
佐
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
児
島
県
出
水
市
上
大
川
内

字
堂
ノ
上
五
四
八
五
の
三
、
五
四
八
五
の
四

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
鹿

児
島
県
庁
及
び
出
水
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
児
島
県
曽
於
郡
大
崎
町
持

留
字
東
二
六
一
の
六（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

二
六
四
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
鹿
児
島
県
庁
及
び
大
崎
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
児
島
県
出
水
市
上
大
川
内

字
岡
ノ
頭
一
五
九
〇
の
一
、
一
五
九
〇
の
二
、
一
六
〇

八
、
一
六
〇
九
、
一
六
一
四
、
一
六
一
五
、
一
六
二
五

の
二
、
一
六
二
六

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
鹿

児
島
県
庁
及
び
出
水
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）





名
称

所
在

地

六

検
査
を
行
う
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

グ
ロ
ー
バ
ル
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
（
横
浜
）

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
２
丁
目
３
番
１
号
ク
イ
ー
ン
ズ

タ
ワ
ー
Ａ
10階

横
浜
ポ
ー
ト
事
務
所

神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
２
丁
目
３
番
１
号
ク
イ
ー
ン
ズ

タ
ワ
ー
Ａ
10階

神
戸
事
務
所

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
小
野
柄
通
４
丁
目
１
番
22号

ア
ー
バ
ン
エ
ー
ス

三
宮
ビ
ル
９
階

長
崎
事
務
所

長
崎
県
長
崎
市
元
船
町
９
番
18号

長
崎
B
izP
O
R
T
２
階

令和年月日 水曜日 第号官 報

船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
法
律
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
級
協
会
の
登

録
を
し
た
件

一

登
録
年
月
日

令
和
八
年
八
月
十
七
日

二

登
録
番
号

３

三

登
録
を
受
け
た
船
級
協
会
の
名
称

L
lo
y
d
's
R
eg
ister

G
ro
u
p
L
im
ited

四

住
所

71
F
en
ch
u
rch
S
treet,

L
o
n
d
o
n
,
E
C
3M
4B
S
,
U
N
IT
E
D
K
IN
G
D
O
M
O
F
G
R
E
A
T
B
R
IT
A
IN

A
N
D
N
O
R
T
H
E
R
N
IR
E
L
A
N
D

五

代
表
者
の
氏
名

N
ick
B
ro
w
n

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
津
市
美
杉
町
八
知
字

深
山
口
二
四
八
二
の
一
七
、
二
四
八
二
の
一
八

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

深
山
口
二
四
八
二
の
一
八
（
次
の
図
に
示
す

部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
及
び
津
市
役
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
恵
那
市

山
岡
町
馬
場
山
田
字
飯
高
一
八
〇
の
四
一

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

岡
山
県
真
庭
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
真
庭
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

宮
崎
県
西
諸
県
郡
高
原
町
大
字
広
原
字
木
場
野
五
九

三
二
の
三
、
五
九
三
二
の
四
、
五
九
三
二
の
一
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

木
場
野
五
九
三
二
の
三
・
五
九
三
二
の
四
・

五
九
三
二
の
一
三
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
崎
県
庁
及
び
高
原
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
二
十
号

船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
三
十
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
船
級
協
会
の
登
録
を
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法

律
第
十
一
号
）
第
二
十
五
条
の
六
十
二
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
百
二
十
一
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
場
を
次
に
掲
げ
る
物
件
の

製
造
工
事
に
係
る
事
業
場
と
し
て
認
定
し
た
の
で
、船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関
す
る
規
則（
昭

和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

事
業
場
の
名
称

事
業
場
の
所
在
地

認
定
に
係
る
物
件
の
範
囲

有
効
期
間

N
A
K
A
S
H
IM
A
V
IE
‑

T
N
A
M

C
O
.,
L
T
D
.

D
IN
H
V
U

F
A
C
‑

T
O
R
Y

L
o
t
C
N
2 
2B
,
D
in
h
V
u

In
d
u
stria

l
Z
o
n
e
o
f
D
in
h

V
u 
C
a
t
H
a
i
eco
n
o
m
ic

zo
n
e,
D
o
n
g
H
a
i
w
a
rd
,

H
a
i
P
h
o
n
g
city
,
S
o
cia
l‑

ist
R
ep
u
b
lic

o
f
V
iet

N
a
m

プ
ロ
ペ
ラ
（
直
径
3200ミ

リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
固
定
ピ
ッ

チ
プ
ロ
ペ
ラ
及
び
直
径
3500

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
可
変

ピ
ッ
チ
プ
ロ
ペ
ラ
の
羽
根
に

限
る
。）

令
和
８
年
８
月
29日
か
ら

令
和
13年
８
月
28日
ま
で

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
十
九
号

航
路
標
識
の
設
置
、
廃
止
及
び
一
時
撤
去
に
つ
い
て
、

航
路
標
識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二

十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日海

上
保
安
庁
長
官

宮
澤

康
一

名

称

田
原
市
沖
海
洋
観
測
第
一
号
施
設
灯

位

置

所

在

地

赤
羽
根
港
東
防
波
堤
灯
台
（
愛
知
県

田
原
市
）
の
東
南
東
方
約
二
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

三
〇

四
五

東

経

一
三
七

二
五

一
五





令和年月日 水曜日 第号官 報
灯

質

モ
ー
ル
ス
符
号
白
光

毎
八
秒
に
Ｕ

（
・
・

）

光

度

実
効
光
度
三
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

三
・
五
海
里

点
灯
年
月
日

令
和
八
年
五
月
十
三
日

記

事

極
東
貿
易
株
式
会
社
管
理

名

称

田
原
市
沖
海
洋
観
測
第
一
号
Ａ
Ｉ
Ｓ

信
号
所

位

置

所

在

地

赤
羽
根
港
東
防
波
堤
灯
台
（
愛
知
県

田
原
市
）
の
東
南
東
方
約
二
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
（
田
原
市
沖
海
洋
観
測
第

一
号
施
設
）

北

緯

三
四

三
〇

四
五

東

経

一
三
七

二
五

一
五

海
上
移
動
業
務
識

別
及
び
そ
れ
に
係

る
Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号
に

含
ま
れ
る
位
置

九
九
四
三
一
一
五
八
二

田
原
市
沖
海
洋
観
測
第
一
号
施
設
の

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
測
定
位
置
（
Ｆ
Ｌ
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
１

海
洋
観
測
施

設
）

電
波
の
型
式
、
周

波
数
及
び
空
中
線

電
力

Ｆ
一
Ｄ

一
六
一
・
九
七
五
MHz

一

二
・
五
Ｗ

Ｆ
一
Ｄ

一
六
二
・
〇
二
五
MHz

一

二
・
五
Ｗ

電
波
の
発
射
時
間

常
時

有
効
利
用
区
域

半
径
約
一
一
海
里
の
円
内
の
海
域

業
務
開
始
年
月
日

令
和
八
年
五
月
十
三
日

記

事

一

本
Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号
所
は
、
海
上
移

動
業
務
識
別
及
び
そ
れ
に
係
る
Ａ

Ｉ
Ｓ
信
号
に
含
ま
れ
る
位
置
の
情

報
の
ほ
か
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
航
路
標
識
の

名
称
、
表
示
目
的
及
び
位
置
移
動

の
有
無
を
通
報
し
て
い
る
。

二

極
東
貿
易
株
式
会
社
管
理

名

称

田
原
市
沖
海
洋
観
測
第
二
号
施
設
灯

位

置

所

在

地

赤
羽
根
港
東
防
波
堤
灯
台
（
愛
知
県

田
原
市
）
の
東
南
東
方
約
二
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

三
〇

三
七

東

経

一
三
七

二
五

〇
五

灯

質

モ
ー
ル
ス
符
号
白
光

毎
八
秒
に
Ｕ

（
・
・

）

光

度

実
効
光
度
三
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

三
・
五
海
里

点
灯
年
月
日

令
和
八
年
五
月
十
三
日

記

事

極
東
貿
易
株
式
会
社
管
理

名

称

博
多
港
第
三
区
愛
宕
浜
沖
工
事
区
域

Ｃ
浮
標

位

置

所

在

地

福
岡
県
博
多
港
第
三
区
（
博
多
港
西

防
波
堤
北
灯
台
の
西
南
西
方
約
五
・

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
三

三
六

〇
一

東

経

一
三
〇

一
九

四
五

塗
色
及
び
構
造

黄
色
Ｘ
形
頭
標
一
個
付

黄
色

や

ぐ
ら
形

設
置
年
月
日

令
和
八
年
五
月
十
四
日

記

事

一

こ
の
浮
標
の
上
部
に
簡
易
な
灯

火
（
黄
色
）が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

二

九
州
地
方
整
備
局
博
多
港
湾
・

空
港
整
備
事
務
所
管
理

名

称

博
多
港
第
三
区
愛
宕
浜
沖
工
事
区
域

Ｂ
浮
標

位

置

所

在

地

福
岡
県
博
多
港
第
三
区
（
博
多
港
西

防
波
堤
北
灯
台
の
西
南
西
方
約
四
・

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
三

三
六

一
四

東

経

一
三
〇

二
〇

二
六

塗
色
及
び
構
造

黄
色
Ｘ
形
頭
標
一
個
付

黄
色

や

ぐ
ら
形

設
置
年
月
日

令
和
八
年
五
月
十
八
日

記

事

一

こ
の
浮
標
の
上
部
に
簡
易
な
灯

火
（
黄
色
）が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

二

九
州
地
方
整
備
局
博
多
港
湾
・

空
港
整
備
事
務
所
管
理

名

称

田
原
市
沖
海
洋
観
測
第
二
号
Ａ
Ｉ
Ｓ

信
号
所

位

置

所

在

地

赤
羽
根
港
東
防
波
堤
灯
台
（
愛
知
県

田
原
市
）
の
東
南
東
方
約
二
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
（
田
原
市
沖
海
洋
観
測
第

二
号
施
設
）

北

緯

三
四

三
〇

三
七

東

経

一
三
七

二
五

〇
五

海
上
移
動
業
務
識

別
及
び
そ
れ
に
係

る
Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号
に

含
ま
れ
る
位
置

九
九
四
三
一
一
五
八
三

田
原
市
沖
海
洋
観
測
第
二
号
施
設
の

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
測
定
位
置
（
Ｆ
Ｌ
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
２

海
洋
観
測
施

設
）

電
波
の
型
式
、
周

波
数
及
び
空
中
線

電
力

Ｆ
一
Ｄ

一
六
一
・
九
七
五
MHz

一

二
・
五
Ｗ

Ｆ
一
Ｄ

一
六
二
・
〇
二
五
MHz

一

二
・
五
Ｗ

電
波
の
発
射
時
間

常
時

有
効
利
用
区
域

半
径
約
一
一
海
里
の
円
内
の
海
域

業
務
開
始
年
月
日

令
和
八
年
五
月
十
三
日

記

事

一

本
Ａ
Ｉ
Ｓ
信
号
所
は
、
海
上
移

動
業
務
識
別
及
び
そ
れ
に
係
る
Ａ

Ｉ
Ｓ
信
号
に
含
ま
れ
る
位
置
の
情

報
の
ほ
か
、
Ａ
Ｉ
Ｓ
航
路
標
識
の

名
称
、
表
示
目
的
及
び
位
置
移
動

の
有
無
を
通
報
し
て
い
る
。

二

極
東
貿
易
株
式
会
社
管
理

名

称

博
多
港
第
三
区
愛
宕
浜
沖
工
事
区
域

Ａ
浮
標

位

置

所

在

地

福
岡
県
博
多
港
第
三
区
（
博
多
港
西

防
波
堤
北
灯
台
の
西
南
西
方
約
五
・

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
三

三
六

一
四

東

経

一
三
〇

一
九

四
五

塗
色
及
び
構
造

黄
色
Ｘ
形
頭
標
一
個
付

黄
色

や

ぐ
ら
形

設
置
年
月
日

令
和
八
年
五
月
二
十
日

記

事

一

こ
の
浮
標
の
上
部
に
簡
易
な
灯

火
（
黄
色
）が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

二

九
州
地
方
整
備
局
博
多
港
湾
・

空
港
整
備
事
務
所
管
理

名

称

久
慈
港
石
油
備
蓄
Ｃ
シ
ー
バ
ー
ス
灯

位

置

所

在

地

岩
手
県
久
慈
港
（
久
慈
牛
島
灯
台
の

南
方
約
一
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

四
〇

一
二

〇
三

東

経

一
四
一

四
九

五
四

灯

質

モ
ー
ル
ス
符
号
白
光

毎
一
二
秒
に

Ｕ
（
・
・

）

光

度

実
効
光
度
五
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

四
・
〇
海
里

点
灯
年
月
日

令
和
八
年
六
月
十
一
日

記

事

独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属

鉱
物
資
源
機
構
久
慈
国
家
石
油
備
蓄

基
地
事
務
所
管
理

名

称

久
慈
港
石
油
備
蓄
Ｄ
シ
ー
バ
ー
ス
灯

位

置

所

在

地

岩
手
県
久
慈
港
（
久
慈
牛
島
灯
台
の

南
方
約
一
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

四
〇

一
二

一
五

東

経

一
四
一

四
九

五
二

灯

質

モ
ー
ル
ス
符
号
白
光

毎
一
二
秒
に

Ｕ
（
・
・

）

光

度

実
効
光
度
五
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

四
・
〇
海
里

点
灯
年
月
日

令
和
八
年
六
月
十
二
日

記

事

独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属

鉱
物
資
源
機
構
久
慈
国
家
石
油
備
蓄

基
地
事
務
所
管
理

名

称

久
慈
港
石
油
備
蓄
Ｅ
シ
ー
バ
ー
ス
灯

位

置

所

在

地

岩
手
県
久
慈
港
（
久
慈
牛
島
灯
台
の

南
方
約
一
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

四
〇

一
二

一
五

東

経

一
四
一

五
〇

〇
二

灯

質

モ
ー
ル
ス
符
号
白
光

毎
一
二
秒
に

Ｕ
（
・
・

）

光

度

実
効
光
度
五
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

四
・
〇
海
里

点
灯
年
月
日

令
和
八
年
六
月
十
三
日

記

事

独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属

鉱
物
資
源
機
構
久
慈
国
家
石
油
備
蓄

基
地
事
務
所
管
理

名

称

久
慈
港
石
油
備
蓄
Ａ
シ
ー
バ
ー
ス
灯

位

置

所

在

地

岩
手
県
久
慈
港
（
久
慈
牛
島
灯
台
の

南
方
約
一
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

四
〇

一
二

〇
五

東

経

一
四
一

五
〇

〇
七

灯

質

モ
ー
ル
ス
符
号
白
光

毎
一
二
秒
に

Ｕ
（
・
・

）

光

度

実
効
光
度
五
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

四
・
〇
海
里

点
灯
年
月
日

令
和
八
年
六
月
十
四
日

記

事

独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属

鉱
物
資
源
機
構
久
慈
国
家
石
油
備
蓄

基
地
事
務
所
管
理

名

称

久
慈
港
石
油
備
蓄
Ｂ
シ
ー
バ
ー
ス
灯

位

置

所

在

地

岩
手
県
久
慈
港
（
久
慈
牛
島
灯
台
の

南
方
約
一
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

四
〇

一
二

〇
四

東

経

一
四
一

五
〇

〇
一

灯

質

モ
ー
ル
ス
符
号
白
光

毎
一
二
秒
に

Ｕ
（
・
・

）

光

度

実
効
光
度
五
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

四
・
〇
海
里

点
灯
年
月
日

令
和
八
年
六
月
十
四
日

記

事

独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属

鉱
物
資
源
機
構
久
慈
国
家
石
油
備
蓄

基
地
事
務
所
管
理





令和年月日 水曜日 第号官 報
名

称

久
慈
港
石
油
備
蓄
Ｆ
シ
ー
バ
ー
ス
灯

位

置

所

在

地

岩
手
県
久
慈
港
（
久
慈
牛
島
灯
台
の

南
方
約
一
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

四
〇

一
二

一
三

東

経

一
四
一

五
〇

〇
七

灯

質

モ
ー
ル
ス
符
号
白
光

毎
一
二
秒
に

Ｕ
（
・
・

）

光

度

実
効
光
度
五
〇
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

四
・
〇
海
里

点
灯
年
月
日

令
和
八
年
六
月
十
五
日

記

事

独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属

鉱
物
資
源
機
構
久
慈
国
家
石
油
備
蓄

基
地
事
務
所
管
理

名

称

伊
勢
湾
口
無
線
方
位
信
号
所

位

置

所

在

地

神
島
灯
台
（
三
重
県
鳥
羽
市
）
の
東

南
東
方
約
七
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
伊
勢
湾
第
一
号
灯
浮
標
）

北

緯

三
四

三
一

〇
一

東

経

一
三
七

〇
三

三
八

廃
止
年
月
日

令
和
八
年
五
月
十
九
日

名

称

東
京
新
海
面
処
分
場
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
Ｃ

灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
十
五
号
地
南
信
号

所
の
南
方
約
三
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
五

三
四

五
三

東

経

一
三
九

五
〇

〇
六

廃
止
年
月
日

令
和
八
年
六
月
一
日

名

称

東
京
新
海
面
処
分
場
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
Ｄ

灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
十
五
号
地
南
信
号

所
の
南
方
約
三
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
五

三
四

四
九

東

経

一
三
九

五
〇

〇
〇

廃
止
年
月
日

令
和
八
年
六
月
一
日

名

称

東
京
新
海
面
処
分
場
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
Ｅ

灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
十
五
号
地
南
信
号

所
の
南
方
約
三
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
五

三
四

四
六

東

経

一
三
九

四
九

五
三

廃
止
年
月
日

令
和
八
年
六
月
一
日

名

称

東
京
新
海
面
処
分
場
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
Ｆ

灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
十
五
号
地
南
信
号

所
の
南
方
約
四
・
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
五

三
四

四
二

東

経

一
三
九

四
九

四
六

廃
止
年
月
日

令
和
八
年
六
月
一
日

名

称

東
京
新
海
面
処
分
場
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
Ｇ

灯
浮
標

位

置

所

在

地

京
浜
港
東
京
区
（
十
五
号
地
南
信
号

所
の
南
方
約
三
・
九
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
五

三
四

四
六

東

経

一
三
九

四
九

四
二

廃
止
年
月
日

令
和
八
年
六
月
一
日

名

称

来
島
海
峡
航
路
東
口
無
線
方
位
信
号

所

位

置

所

在

地

竜
神
島
灯
台
（
愛
媛
県
今
治
市
）
の

南
東
方
約
一
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
来
島
海
峡
航
路
第
九
号
灯
浮
標
）

北

緯

三
四

〇
五

五
三

東

経

一
三
三

〇
二

一
〇

廃
止
年
月
日

令
和
八
年
六
月
九
日

名

称

来
島
海
峡
航
路
西
口
無
線
方
位
信
号

所

位

置

所

在

地

桴
磯
灯
標
（
愛
媛
県
今
治
市
）
の
西

北
西
方
約
一
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
来
島
海
峡
航
路
第
二
号
灯
浮
標
）

北

緯

三
四

〇
九

一
三

東

経

一
三
二

五
五

〇
八

廃
止
年
月
日

令
和
八
年
六
月
九
日

名

称

東
京
無
線
方
位
信
号
所

位

置

所

在

地

大
井
信
号
所
（
東
京
都
大
田
区
）
の

南
東
方
約
七
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
五

三
二

三
〇

東

経

一
三
九

五
一

二
四

廃
止
年
月
日

令
和
八
年
六
月
十
日

名

称

東
京
湾
中
ノ
瀬
Ｄ
無
線
方
位
信
号
所

位

置

所

在

地

第
二
海
堡
灯
台
（
千
葉
県
富
津
市
）

の
北
方
約
一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
東

京
湾
中
ノ
瀬
Ｄ
灯
標
）

北

緯

三
五

二
四

五
三

東

経

一
三
九

四
五

一
九

廃
止
年
月
日

令
和
八
年
六
月
十
日

名

称

明
石
海
峡
航
路
東
方
無
線
方
位
信
号

所

位

置

所

在

地

平
磯
灯
標
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
の
南

南
東
方
約
四
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
明
石
海
峡
航
路
東
方
灯
浮
標
）

北

緯

三
四

三
四

五
九

東

経

一
三
五

〇
四

五
五

廃
止
年
月
日

令
和
八
年
六
月
二
十
三
日

名

称

明
石
海
峡
航
路
西
方
無
線
方
位
信
号

所

位

置

所

在

地

江
埼
灯
台
（
兵
庫
県
淡
路
市
）
の
西

方
約
四
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
明
石

海
峡
航
路
西
方
灯
浮
標
）

北

緯

三
四

三
六

二
九

東

経

一
三
四

五
六

四
三

廃
止
年
月
日

令
和
八
年
六
月
二
十
五
日

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
三
十
一
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
九
月
十
四
日
か
ら
同
月
十
八
日
（
予

備
、
同
月
十
九
日
及
び
同
月
二
十
日
）
ま
で
の

間
、
毎
日
〇
六
〇
〇
か
ら
一
八
〇
〇
ま
で

区

域

豊
後
水
道
南
方
の
次
の

か
ら

ま
で
の
六
地

点
を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
地

点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に

そ
の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
一
五
、
二
四
〇

メ
ー
ト
ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
三
一
度
四
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
三
度
二
九
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
四
二
分
一
三
秒

東
経
一
三
三
度
二
九
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
二
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
三
六
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
五
九
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
三
六
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
三
七
分
五
一
秒

北
緯
三
一
度
四
八
分
一
三
秒

東
経
一
三
二
度
三
七
分
五
一
秒

実
施
艦

自
衛
艦
十
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
三
十
二
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
九
月
十
四
日
か
ら
同
月
十
八
日
ま
で

の
間
、
毎
日
〇
六
〇
〇
か
ら
一
八
〇
〇
ま
で

区

域

八
丈
島
南
東
方
の
北
緯
三
一
度
一
四
分
一
四

秒
、
東
経
一
四
四
度
二
六
分
四
八
秒
の
地
点
を

中
心
と
す
る
半
径
二
十
五
海
里
の
円
内
の
海
面

及
び
そ
の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
一
八
、
二
八

八
メ
ー
ト
ル
以
下
ま
で
の
間

実
施
艦

自
衛
艦
十
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
地
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
三
十
三
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
九
月
十
四
日
か
ら
同
月
十
八
日
ま
で

の
間
、
毎
日
〇
八
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
ま
で

区

域

五
島
列
島
南
方
の
次
の
経
緯
度
線
に
よ
り
囲
ま

れ
る
海
面
及
び
そ
の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
一

五
、
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
三
二
度
二
〇
分
一
二
秒

北
緯
三
一
度
四
七
分
一
二
秒

東
経
一
二
八
度
四
五
分
五
二
秒

東
経
一
二
九
度
〇
九
分
五
二
秒


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事
異
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令和年月日 水曜日 第号官 報
実
施
艦

自
衛
艦
九
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
経
緯
度
は
、
世
界
測
地
系
の

数
値
で
あ
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
三
十
四
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
九
月
十
七
日
（
予
備
、
同
月
十
六
日

及
び
同
月
十
八
日
）
の
〇
七
〇
〇
か
ら
二
一
〇

〇
ま
で

区

域

若
狭
湾
北
方
の
次
の

か
ら

ま
で
の
四
地
点

を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
地
点

を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ

の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
一
五
、
二
四
〇
メ
ー

ト
ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
三
七
度
〇
〇
分
一
一
秒

東
経
一
三
四
度
五
九
分
五
〇
秒

北
緯
三
七
度
二
二
分
一
一
秒

東
経
一
三
五
度
三
九
分
四
九
秒

北
緯
三
七
度
〇
二
分
一
一
秒

東
経
一
三
五
度
三
九
分
四
九
秒

北
緯
三
六
度
四
〇
分
一
一
秒

東
経
一
三
四
度
五
九
分
五
〇
秒

実
施
艦

自
衛
艦
九
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

（
公
正
取
引
委
員
会
事
務
総
局
官
房

付
）
内
閣
府
事
務
官

岸
本

宏
之

内
閣
府
本
府
規
制
改
革
推
進
室
参
事
官
に
併
任
す
る

（
同
）
同

神
田

哲
也

内
閣
府
本
府
規
制
改
革
推
進
室
参
事
官
の
併
任
を
解
除
す

る
（
以
上
七
月
二
十
八
日
）

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
参
事
官
）

経
済
産
業
技
官

上
原

英
司

内
閣
府
技
官
（
内
閣
府
宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
参
事

官
（
準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
担
当
））に
転
任
さ
せ
る

準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
戦
略
室
長
に
併
任
す
る

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
付
）
同

三
上

建
治

準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
戦
略
室
長
の
併
任
を
解
除
す
る

（
以
上
七
月
二
十
九
日
）

（
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
付
）
国
土

交
通
技
官

伊
藤

高

内
閣
府
技
官
（
沖
縄
総
合
事
務
局
次
長
）
に
昇
任
さ
せ
る

（
沖
縄
総
合
事
務
局
次
長
）
内
閣
府

技
官

逢
坂

謙
志

国
土
交
通
省
に
出
向
さ
せ
る

（
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
付
）
国
土

交
通
技
官

加
藤

智
博

内
閣
府
技
官
（
参
事
官
（
地
域
充
実
化
担
当
）（
政
策
統
括

官
（
原
子
力
防
災
担
当
）
付
））に
転
任
さ
せ
る

（
国
土
交
通
省
鉄
道
局
総
務
課
貨
物

鉄
道
政
策
室
長
）
国
土
交
通
事
務

官

乾

有
貴

内
閣
府
事
務
官（
沖
縄
振
興
局
参
事
官（
振
興
第
一
担
当
））

に
昇
任
さ
せ
る

（
参
事
官
（
予
算
編
成
基
本
方
針
担

当
）（
政
策
統
括
官
（
経
済
財
政
運

営
担
当
）
付
））内
閣
府
事
務
官

後
藤

武
志

財
務
省
に
出
向
さ
せ
る

（
沖
縄
振
興
局
総
務
課
長
）
同

正
信

財
務
省
に
出
向
さ
せ
る
（
以
上
七
月
二
十
一
日
）

（
経
済
産
業
省
製
造
産
業
局
金
属
課

長
）
経
済
産
業
事
務
官

津
脇

慈
子

内
閣
府
事
務
官
（
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

務
局
参
事
官
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
担
当
））の
併
任
を

解
除
す
る
（
七
月
二
十
五
日
）

（
総
務
省
大
臣
官
房
付
）
総
務
事
務

官

黒
田

夏
子

内
閣
府
本
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室
参
事
官
に
併
任
す
る

（
同
）
同

川
口
真
友
美

内
閣
府
本
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室
参
事
官
の
併
任
を
解

除
す
る
（
以
上
七
月
二
十
七
日
）

内

閣

〇
外
務
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

木
原

稔

外
務
大
臣
茂
木
敏
充
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の
規
定

に
よ
る
臨
時
に
外
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣
と
し

て
の
指
定
を
解
く
（
九
月
四
日
）

〇
文
部
科
学
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

林

芳
正

文
部
科
学
大
臣
松
本
洋
平
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十

条
の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
文
部
科
学
大
臣
の
職
務
を
行
う

国
務
大
臣
に
指
定
す
る

〇
経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理
解
職

同

松
本

洋
平

経
済
産
業
大
臣
赤
澤
亮
正
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の

規
定
に
よ
る
臨
時
に
経
済
産
業
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務

大
臣
と
し
て
の
指
定
を
解
く

同

松
本

洋
平

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
赤
澤
亮
正
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
）

事
務
代
理
を
免
ず
る
（
以
上
九
月
六
日
）

（
名
古
屋
高
等
裁
判
所
判
事
・
金
沢

簡
易
裁
判
所
判
事
）
判
事
兼
簡
易

裁
判
所
判
事

大
野

和
明

願
に
依
り
本
官
並
び
に
兼
官
を
免
ず
る
（
九
月
七
日
）

（
警
察
庁
警
備
局
付
）
警
視
正

市
原

悠
樹

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
官
房
副
長

官
補
付
））に
併
任
す
る

内
閣
総
務
官
室
に
併
任
す
る

（
同
）
警
視
長

矢
作

将
人

内
閣
総
務
官
室
の
併
任
を
解
除
す
る

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
官
房
副
長

官
補
付
））の
併
任
を
解
除
す
る
（
以
上
九
月
七
日
）

内

閣

府

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
付
）
経
済

産
業
事
務
官

日
野
由
香
里

内
閣
府
事
務
官
（
参
事
官
（
特
定
重
要
物
資
担
当
）（
政
策

統
括
官
（
経
済
安
全
保
障
担
当
）
付
））に
併
任
す
る

（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
官

房
副
長
官
補
付
））内
閣
事
務
官

廣
瀨

大
也

内
閣
府
技
官
（
参
事
官
（
特
定
重
要
技
術
担
当
）（
政
策
統

括
官
（
経
済
安
全
保
障
担
当
）
付
））に
併
任
す
る

（
同
）
同

大
川

龍
郎

内
閣
府
技
官
（
参
事
官
（
特
定
重
要
技
術
担
当
）（
政
策
統

括
官
（
経
済
安
全
保
障
担
当
）
付
））の
併
任
を
解
除
す
る

（
財
務
省
大
臣
官
房
付
）
財
務
事
務

官

臼
井

暁
子

内
閣
府
事
務
官（
健
康
・
医
療
戦
略
推
進
事
務
局
参
事
官
）

の
併
任
を
解
除
す
る

（
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
整
備
部

農
地
資
源
課
経
営
体
育
成
基
盤
整

備
推
進
室
長
）
農
林
水
産
事
務
官

天
野

宏
之

内
閣
府
事
務
官
（
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
長
）
に

転
任
さ
せ
る

（
沖
縄
総
合
事
務
局
農
林
水
産
部
長
）

内
閣
府
事
務
官

渡
邉

泰
輔

農
林
水
産
省
に
出
向
さ
せ
る
（
以
上
七
月
十
六
日
）

（
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
付
）
文
部

科
学
事
務
官

渡
邊
英
一
郎

内
閣
府
事
務
官
（
大
臣
官
房
参
事
官
）
に
併
任
す
る
（
七

月
十
八
日
）

（
財
務
省
大
臣
官
房
参
事
官
（
関
税

局
関
税
課
担
当
））財
務
事
務
官

高
橋

慶
子

内
閣
府
事
務
官（
参
事
官（
予
算
編
成
基
本
方
針
担
当
）（
政

策
統
括
官
（
経
済
財
政
運
営
担
当
）
付
））に
転
任
さ
せ
る

（
財
務
省
大
臣
官
房
付
）
同

大
森

朝
之

内
閣
府
事
務
官
（
沖
縄
振
興
局
総
務
課
長
）
に
転
任
さ
せ

る

（
同
）
同

三
宅
保
次
郎

内
閣
府
事
務
官
（
参
事
官
（
特
定
重
要
物
資
担
当
）（
政
策

統
括
官
（
経
済
安
全
保
障
担
当
）
付
））の
併
任
を
解
除
す

る
（
以
上
七
月
六
日
）

（
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
付
）
文
部

科
学
事
務
官

迫
田

健
吉

内
閣
府
事
務
官
（
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

務
局
参
事
官
（
重
要
課
題
担
当
））に
併
任
す
る
（
七
月
十

日
）

（
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
付
）
文
部

科
学
事
務
官

下
岡

豊

内
閣
府
事
務
官
（
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

務
局
参
事
官（
重
要
課
題
担
当
））の
併
任
を
解
除
す
る（
七

月
十
四
日
）





皇
室
事
項

官

庁

報

告

公

告

令和年月日 水曜日 第号官 報

（
環
境
省
大
臣
官
房
付
）
環
境
技
官

松
田

和
久

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
務
局
参
事
官
（
統

合
戦
略
担
当
）
の
併
任
を
解
除
す
る

（
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
付
）
文
部

科
学
事
務
官

三
野

元
靖

内
閣
府
事
務
官
（
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

務
局
参
事
官
（
重
要
課
題
担
当
））の
併
任
を
解
除
す
る

（
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
付
）
国

土
交
通
事
務
官

清
水

巌

内
閣
府
事
務
官（
総
合
海
洋
政
策
推
進
事
務
局
参
事
官（
総

括
担
当
））の
併
任
を
解
除
す
る

（
防
衛
省
大
臣
官
房
付
）
防
衛
事
務

官

西
野

聰

兼
官
を
免
ず
る

（
参
事
官
（
地
域
充
実
化
担
当
）（
政

策
統
括
官
（
原
子
力
防
災
担
当
）

付
））内
閣
府
技
官

吉
田

大

国
土
交
通
省
に
出
向
さ
せ
る

（
沖
縄
振
興
局
参
事
官
（
振
興
第
一

担
当
））内
閣
府
事
務
官

十
河

久
惠

国
土
交
通
省
に
出
向
さ
せ
る

（
経
済
社
会
総
合
研
究
所
上
席
主
任

研
究
官
）
同

寺
内

彩
子

辞
職
を
承
認
す
る
（
以
上
七
月
三
十
一
日
）

法

務

省
河
村
真
紀
子

山
本

和
彦

法
制
審
議
会
委
員
に
任
命
す
る
（
各
通
）（
九
月
六
日
）

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、北
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
独
立
記
念
日
に
つ
き
、

九
月
七
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ
た
。

（
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
付
）
国
土

交
通
事
務
官

小
松

雅
人

内
閣
府
事
務
官
（
参
事
官
（
社
会
基
盤
担
当
）（
政
策
統
括

官
（
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
担
当
）
付
））の
併
任
を
解
除
す

る

（
参
事
官
（
市
場
シ
ス
テ
ム
担
当
）

（
政
策
統
括
官
（
経
済
社
会
シ
ス

テ
ム
担
当
）
付
））内
閣
府
技
官

坂
内

俊
洋

内
閣
府
本
府
規
制
改
革
推
進
室
参
事
官
の
併
任
を
解
除
す

る

（
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
付
）
国
土

交
通
事
務
官

寺
前

大

内
閣
府
事
務
官
（
参
事
官
（
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）

付
））の
併
任
を
解
除
す
る

（
同
）
同

松
平

健
輔

地
方
創
生
推
進
事
務
局
参
事
官
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
担

当
）
の
併
任
を
解
除
す
る

（
同
）
同

北
村

洋
二

地
方
創
生
推
進
事
務
局
参
事
官
（
中
心
市
街
地
活
性
化
担

当
）
の
併
任
を
解
除
す
る

（
同
）
同

八
木

貴
弘

内
閣
府
事
務
官
（
地
方
創
生
推
進
事
務
局
参
事
官
（
総
括

担
当
））の
併
任
を
解
除
す
る

（
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
付
）
国
土

交
通
事
務
官

皆
川

武
士

内
閣
府
事
務
官
（
参
事
官
（
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）

付
））に
併
任
す
る

（
同
）
同

古
屋

孝
祥

地
方
創
生
推
進
事
務
局
参
事
官
（
国
家
戦
略
特
別
区
域
担

当
）
に
併
任
す
る

（
同
）
同

三
林

直
慶

地
方
創
生
推
進
事
務
局
参
事
官
（
中
心
市
街
地
活
性
化
担

当
）
に
併
任
す
る

（
同
）
同

谷
合

隆

内
閣
府
事
務
官
（
地
方
創
生
推
進
事
務
局
参
事
官
（
総
括

担
当
））に
併
任
す
る

（
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
付
）
同

飯
田

修
章

内
閣
府
事
務
官（
総
合
海
洋
政
策
推
進
事
務
局
参
事
官（
総

括
担
当
））に
併
任
す
る

（
防
衛
省
大
臣
官
房
付
）
防
衛
事
務

官

松
山

理
然

内
閣
府
事
務
官
に
兼
ね
て
任
命
す
る

宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
参
事
官
（
安
全
保
障
担
当
）

を
命
ず
る

（
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
付
）
国
土

交
通
技
官

阿
野

貴
史

内
閣
府
技
官
（
参
事
官
（
社
会
基
盤
担
当
）（
政
策
統
括
官

（
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
担
当
）
付
））に
併
任
す
る

（
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
付
）
経
済

産
業
事
務
官

大
星

光
弘

内
閣
府
本
府
規
制
改
革
推
進
室
参
事
官
に
併
任
す
る

官

庁

事

項

関
東
地
方
整
備
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
九
月
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
九
月
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

四
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

小
山
市
大
字
羽
川
字
コ
ブ
タ
島
五
一
七
番
八
八
か
ら
同
市
大
字
羽
川
字
コ
ブ
タ
島
五
一
七

番
九
ま
で

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の

敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
九
月
十
日

図

面

縦

覧

場

所

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
宇
都
宮
国
道
事
務
所

九
州
地
方
整
備
局
公
示

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
７
年
法
律
第
39号
）
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
電
線

共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
９
月
９
日

九
州
地
方
整
備
局
長
森
下
博
之

道
路
の
種
類

路
線
名

区
間

一
般
国
道

10号
都
城
市
上
川
東
三
丁
目
３
号
16番
か
ら
同
市
上
川
東
二
丁
目
３
号
10番
１
ま
で
の
上

下
線

諸

事

項

相
続
財
産
清
算
人
の
選
任
及
び
相

続
権
主
張
の
催
告





令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

失 踪 宣 告

除 権 決 定

破産手続開始






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結及び免責許可決定






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

債権者集会招集

書面による計算報告

免責許可申立てに関する意見
申述期間






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

特別清算開始

令和８年（ヒ）第１５号
東京都国立市東１－１５－１１、４４８ビル３
Ｆ
清算株式会社 株式会社ＳＥＥＤＰＬＡＣＥ
代表清算人 齋 藤 智 秀
１ 決定年月日 令和８年８月２６日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所立川支部民事第４部
令和８年（ヒ）第１６号
東京都町田市小川六丁目１４番１号
清算株式会社 株式会社コアリネンサプライ
代表清算人 渡邊穂高
１ 決定年月日 令和８年８月２６日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所立川支部民事第４部

特別清算終結

令和８年（ヒ）第４号
新潟市中央区上所一丁目１番２４号 Ｎビル４
階 とやの総合法律事務所内
清算株式会社 とやの第二株式会社
１ 決定年月日 令和８年８月２４日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

新潟地方裁判所民事部

令和８年（ヒ）第５号
新潟市中央区上所一丁目１番２４号 Ｎビル４
階 とやの総合法律事務所内
清算株式会社 五泉管財株式会社
１ 決定年月日 令和８年８月２４日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

新潟地方裁判所民事部
令和８年（ヒ）第１００８号
名古屋市中村区名駅３丁目４番１０号
清算株式会社 株式会社アドバンス
１ 決定年月日 令和８年８月２５日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

名古屋地方裁判所民事第２部
令和８年（ヒ）第１００７号
名古屋市中村区名駅３丁目４番１０号
清算株式会社 株式会社ライズ
１ 決定年月日 令和８年８月２５日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

名古屋地方裁判所民事第２部
令和８年（ヒ）第１０１０号
名古屋市中村区名駅３丁目４番１０号
清算株式会社 株式会社トラスト
１ 決定年月日 令和８年８月２５日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

名古屋地方裁判所民事第２部
令和８年（ヒ）第１００２号
岩手県紫波郡矢巾町流通センター南一丁目７番
５号
清算株式会社 丸幸商事株式会社
代表清算人 中村 克司
１ 決定年月日 令和8年8月25日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

盛岡地方裁判所第２民事部
令和８年（ヒ）第２号
堺市中区伏尾2933番地１
清算株式会社 株式会社ウォーク
１ 決定年月日 令和８年８月２６日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

大阪地方裁判所堺支部

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第２０２６号
東京都千代田区飯田橋２丁目１番５号Ｓ－Ｇｌ
ａｎｚＫＵＤＡＮＢＬＤ．４階
清算株式会社 株式会社ダブルアール
代表清算人 岡田 高志

１ 決定年月日 令和８年８月25日
２ 主文 次の協定を認可する。

協定
１ 定義
協定債権元本とは、協定債権のうち、利息債権
及び遅延損害金請求権に該当しないものをいう。
２ 協定債権元本の弁済及び免除
（1）弁済及び免除
本協定認可決定確定後１か月以内に、金３６
万９６４５円を協定債権元本額により按分して
算出された金額を弁済し（以下「基本弁済」と
いう。）、弁済時に協定債権元本額と弁済額の差
額について免除を受ける。
（2）追加弁済
ア 清算業務終了時において、清算株式会社
が有する現預金から、清算結了までに発生
する一般の先取特権その他一般の優先権が
ある債権、特別清算の手続のために清算株
式会社に対する費用請求権を弁済するため
に必要な金額を、控除してなお残額が存す
る場合は、協定債権者に対し、当該残額を、
各協定債権元本額から基本弁済額を控除し
た金額により按分して算出された金額を弁
済する（以下「追加弁済」という。）。
イ 追加弁済を行った場合は、(1)に基づく
残債務の免除は、当該追加弁済額を限度と
して(1)に基づく弁済時に遡って効力を失
う。

３ 利息及び遅延損害金の免除
協定債権のうち、利息債権及び遅延損害金請求
権については、本協定認可決定確定時に全額免除
を受ける。
４ 新たな財産が発見された場合
基本弁済又は追加弁済の後、清算株式会社に新
たな財産が発見されたときは、清算株式会社は、
これを速やかに換価し、各協定債権者に対し、換
価代金から必要な費用を控除した残額を、各協定
債権元本額から基本弁済額及び追加弁済額を控除
した金額により按分して算出された金額を弁済す
る。
この場合においては、第１項(1)に基づく残債

務の免除は、新たにされた弁済の限度で第１項(1)
に基づく弁済時に遡って効力を失う。

５ 弁済の場所及び端数の処理
（1）本協定に基づく弁済は、協定債権者の指定す
る金融機関口座に振込送金する方法により実施
する。振込手数料は、清算株式会社の負担とす
る。
（2）割合弁済の結果生じる１円未満の端数は切り
捨てる。

以上
東京地方裁判所民事第２０部

更生計画案議決権行使方法等
令和８年（ミ）第２号
東京都中央区日本橋堀留町一丁目１０番１４号
更生会社 株式会社ライフビジネスウェザー
１ 議決権行使の方法
書面投票による行使

２ 投票期間
令和８年８月27日から令和８年９月24日まで

３ 決議の組分け
更生担保権者と更生債権者の二組に分けて行
う。
４ 議決権不統一行使の通知期限
令和８年９月10日

令和８年８月27日
東京地方裁判所民事第20部

小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生計
画認可






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生計
画不認可

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告

所有者不明建物管理命令に関
する異議の催告

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

令 和 八 年 九 月 九 日

東 京 都 世 田 谷 区 桜 丘 四 二 四 一 九 Ｌ ａ ・

ｖ ｉ ｅ ・ ｂ ｅ ｌ ｌ ｅ 千 歳 船 橋

（ 甲 ） 合 同 会 社 ブ ラ ウ ン

代 表 社 員 久 保 孝 徳

東 京 都 港 区 芝 浦 四 丁 目 二 〇 番 二 号

（ 乙 ） 合 同 会 社 ブ レ ー ン ク リ エ イ テ ィ ブ

代 表 社 員 久 保 孝 徳

吸 収 分 割 公 告

当 社 （ 甲 ） は 、 吸 収 分 割 に よ り 株 式 会 社 明 電 舎

（ 乙 、 住 所 東 京 都 品 川 区 大 崎 二 丁 目 一 番 一 号 ） の

水 イ ン フ ラ 分 野 の Ｏ ＆ Ｍ に 関 す る 事 業 に 関 す る 権

利 義 務 を 承 継 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 会 社 分 割 に 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 七 月 十 七 日

掲 載 頁 一 五 〇 頁 （ 号 外 第 一 六 〇 号 ）

（ 乙 ） 金 融 商 品 取 引 法 第 二 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に

よ り 有 価 証 券 報 告 書 を 提 出 し て お り ま す 。

令 和 八 年 九 月 九 日

東 京 都 品 川 区 大 崎 二 丁 目 八 番 一 号

明 電 フ ァ シ リ テ ィ サ ー ビ ス 株 式 会 社

代 表 取 締 役 村 嶋 久 裕

吸 収 分 割 公 告

当 社 （ 甲 ） は 、 吸 収 分 割 に よ り 株 式 会 社 Ｋ Ｗ

Ｏ Ｒ Ｋ Ｅ Ｒ （ 乙 、 住 所 東 京 都 新 宿 区 市 谷 仲 之 町 三

番 二 号 小 黒 ビ ル 一 Ｆ ） の 福 祉 用 具 貸 与 事 業 、 福 祉

用 具 販 売 事 業 及 び 住 宅 改 修 事 業 に 関 す る 権 利 義 務

を 承 継 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 会 社 分 割 に 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 金 融 商 品 取 引 法 に よ る 有 価 証 券 報 告 書 提 出

済 。

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 八 月 七 日

掲 載 頁 一 一 七 頁 （ 号 外 第 一 七 八 号 ）

令 和 八 年 九 月 九 日

岐 阜 市 若 宮 町 九 丁 目 一 六 番 地
株 式 会 社 ト ー カ イ

代 表 取 締 役 浅 井 利 明

新 設 分 割 公 告

当 社 は 、 新 設 分 割 に よ り 新 設 す る 株 式 会 社 タ ニ

コ ー （ 住 所 静 岡 県 磐 田 市 南 平 松 五 番 地 ） に 対 し て

当 社 の 自 動 車 部 品 製 造 ほ か の 全 事 業 に 関 す る 権 利

義 務 を 承 継 さ せ る こ と に い た し ま し た 。

こ の 会 社 分 割 に 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。
掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 六 月 二 十 九 日

掲 載 頁 二 二 四 頁 （ 号 外 第 一 四 三 号 ）

令 和 八 年 九 月 九 日

静 岡 県 磐 田 市 南 平 松 五 番 地
株 式 会 社 タ ニ コ ー

代 表 取 締 役 水 谷 眞 啓






令和年月日 水曜日 第号官 報
組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
九
日

茨
城
県
稲
敷
郡
美
浦
村
大
字
信
太
一
八
六
三
番
地
三

佳
偉
商
事
合
同
会
社

代
表
社
員

喬

朮

玲

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
二
十
五
日
で
あ
り
、
組

織
変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
ハ
リ
ー
ズ
プ
ロ
パ
テ
ィ
と

し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
九
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
南
一
丁
目
一
三
番
五
号

ハ
リ
ー
ズ
プ
ロ
パ
テ
ィ
合
同
会
社

代
表
社
員

三
宅

康
仁

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
十
五
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ン
ド
カ
ン
パ

ニ
ー
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
九
日

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
深
町
三

四
〇

二
〇
〇
一

合
同
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ン
ド
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
社
員

藤
村

幸
嗣

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
九
日

広
島
市
中
区
広
瀬
北
町
二
番
二
八
号
リ
ヴ
ァ
ー

ジ
ュ
広
瀬
北
村
田
ビ
ル
一
一
〇
四

Ｃ
ａ
ｆ
ｉ
ｅ
合
同
会
社

代
表
社
員

山
崎

大
暉

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
百
万
円
減
少
し
一
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
十
三
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
三
日
に
終
了
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
九
日

福
島
県
郡
山
市
八
山
田
二
丁
目
一
一
〇
番
地

有
限
会
社
兼
松
保
険
総
合
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

松
本

善
延

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
二
千
三
百
五
十
万
円
減
少
し
、

減
少
す
る
資
本
金
の
全
額
を
資
本
準
備
金
と
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者

は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出

下
さ
い
。

な
お
、
当
社
は
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま

せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
九
日

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
五
丁
目
二
一
番
一
五
号

プ
ラ
イ
ム
ク
ラ
フ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
川

敦
司

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
億
八
千
二
百
五
十
万
円
減

少
し
五
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
十
三
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
八
月
二
十
五
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
六
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
九
月
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
四

一

一
神
谷
町
ト
ラ
ス

ト
タ
ワ
ー
二
三
Ｆ

Ｇ
Ｏ
ジ
ョ
ブ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

志
水
雄
一
郎

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
億
三
六
六
五
万
九
五
〇
〇

円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
七
億
三
五
七
一
万
八
四
一
一

円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
七
〇
〇
〇
万
円
、
二
五
〇
〇
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
当
社
が
発
行
し
て
い
る
新
株
予
約
権
が
、
効
力

発
生
日
ま
で
に
行
使
さ
れ
た
場
合
、
当
該
新
株
予
約
権
の

行
使
に
伴
う
新
株
発
行
に
よ
り
増
加
す
る
資
本
金
の
額
及

び
資
本
準
備
金
の
額
と
同
額
分
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
わ
せ
て
減

少
し
、
そ
れ
ら
の
減
少
額
全
額
を
そ
の
他
資
本
剰
余
金
に

振
り
替
え
、
効
力
発
生
日
に
お
け
る
最
終
的
な
資
本
金
の

額
及
び
資
本
準
備
金
の
額
を
そ
れ
ぞ
れ
七
〇
〇
〇
万
円
、

二
五
〇
〇
万
円
と
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
六
日
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
十
月
十
四
日
ま
で
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済

み
。令

和
八
年
九
月
九
日

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
一
丁
目
三
番
八
号

株
式
会
社
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ

代
表
取
締
役

中
西

正
文

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
九
月
二
十
四
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
令
和
八
年
十
月

五
日
開
催
予
定
の
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
を
行
使
で

き
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
九
日

東
京
都
品
川
区
東
品
川
四
丁
目
一
〇
番
一
三
号

Ｇ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

牟
田

成

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
九
日

北
海
道
北
広
島
市
西
の
里
三
二
二
番
地
六

株
式
会
社
三
和
重
機

代
表
取
締
役

干
場

一
洋

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
九
日

北
海
道
室
蘭
市
本
町
一
丁
目
三
番
一
六
号

株
式
会
社
室
蘭
民
報
社

代
表
取
締
役
社
長

野
田

龍
也

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
九
日

千
葉
県
市
原
市
古
市
場
三
一
五
番
地
一

株
式
会
社
洋
光

代
表
取
締
役

小
泉

高
広

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
五
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
九
日

愛
知
県
岡
崎
市
上
三
ツ
木
町
字
清
口
八
番
地

株
式
会
社
ヤ
マ
セ
イ

代
表
取
締
役

鈴
木
美
能
治

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
三
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
九
日

名
古
屋
市
北
区
西
味
鋺
一
丁
目
二
一
五
番
地

三
大
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
森

浩

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
二
千
八
百
九
十
二
万
五

千
円
減
少
し
一
億
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
三
十
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
五
日
に
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
十
五
日

掲
載
頁

七
十
三
頁
（
号
外
第
一
〇
八
号
）

令
和
八
年
九
月
九
日

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
二
丁
目
六
番
地

二
三
号

ジ
ェ
ネ
ク
ス
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

笠
原

一
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正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）

七
九

改
正
後
欄七ス

テ
ン
ト
セ
ッ
ト








ス

テ
ン
ト
グ
ラ
フ










ト
セ
ッ
ト







〃

〃
一
二創

傷
用
シ
ー
ト









使
用
創
傷
被
覆
材










令和年月日 水曜日 第号官 報
定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
八
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
九
日

兵
庫
県
尼
崎
市
北
初
島
町
一
六
番
七
号

協
和
築
炉
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

古
賀

敏
史

株
式
分
割
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
日
開
催
の
臨
時
株
主
総
会

に
お
い
て
、
令
和
八
年
十
月
一
日
を
も
っ
て
当
社
株
式
一

株
を
一
〇
〇
株
に
分
割
す
る
こ
と
を
決
議
い
た
し
ま
し

た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
右
記
株
式
の
分
割
に
よ
り
株
式
の

割
当
て
を
受
け
る
権
利
の
基
準
日
を
令
和
八
年
十
月
一
日

と
定
め
ま
し
た
の
で
、
公
告
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
九
日

秋
田
県
秋
田
市
御
野
場
二
丁
目
一
番
七
号

ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
・
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

松
本

大

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
ク
リ

シ
ュ
ナ
ン
サ
ン
タ
ク
マ
リ
プ
ラ
ギ
ー
ト
が
退
任
す
る
こ
と

に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か

ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
九
日

大
阪
市
福
島
区
福
島
二
丁
目
一
〇

一
九

Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
Ｅ
Ｓ

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｅ

Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｄ

日
本
に
お
け
る
代
表
者

ク
リ
シ
ュ
ナ
ン
サ
ン
タ
ク
マ
リ
プ
ラ
ギ
ー
ト

優
先
出
資
の
消
却
に
つ
き
優
先
出
資
証
券
提
出
公
告

当
社
は
、
発
行
済
優
先
出
資
十
万
三
千
口
を
消
却
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
優
先
出
資
証
券
を

所
有
す
る
方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る
令
和
八
年
十
月
十

三
日
ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号新

今
宮
・
ホ
テ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ツ
特
定

目
的
会
社

取
締
役

粟
国

正
樹

任
意
清
算
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散
し
、

会
社
法
第
六
六
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
総
社
員
の

同
意
に
よ
り
定
め
た
財
産
の
処
分
の
方
法
に
従
い
清
算
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
清
算
の
方
法
に
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
九
日

長
野
県
千
曲
市
上
山
田
温
泉
一
丁
目
三
番
地
一
四

合
資
会
社
島
屋

代
表
社
員

高
橋

修
二

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
五
十
七
億
七
千
八
百
九

十
万
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
令
和
八

年
五
月
十
四
日
付
官
報
号
外
第
一
〇
七
号
の
六
十
四
頁
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
九
日

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
二
二
番
五
号
六
階

Ｋ
Ｒ

Ｇ
ｉ
ｎ
ｚ
ａ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

鎌
形

武
彦

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
十
億
三
千
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及

び
損
益
計
算
書
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

h
ttp
://w
w
w
.a
sa -ep

n
.jp
/ir/00001290/2e6y

令
和
八
年
九
月
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
三
丁
目
二
二
番
一
〇

二
〇

一
号新

今
宮
・
ホ
テ
ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ツ
特
定

目
的
会
社

取
締
役

粟
国

正
樹

債
権
申
出
の
公
告
（
第
二
回
）

当
社
は
、
昭
和
五
十
二
年
二
月
二
十
五
日
株
主
総
会
の

決
議
に
よ
り
解
散
し
ま
し
た
が
、
残
余
財
産
の
清
算
の
た

め
、
令
和
八
年
五
月
十
八
日
、
東
京
地
方
裁
判
所
（
令
和

八
年
（
ヒ
）
第
二
二
八
号
）
よ
り
、
当
職
が
清
算
人
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

当
社
に
債
権
を
有
す
る
方
は
、本
公
告
第
一
回
掲
載（
令

和
八
年
九
月
八
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
申
し
出

下
さ
い
。

右
期
間
内
に
申
し
出
が
な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

令
和
八
年
九
月
九
日

東
京
都
渋
谷
区
神
南
一
丁
目
一
二
番
一
六
号

日
生
実
業
株
式
会
社

清
算
人

弁
護
士

江
上
千
惠
子

連
絡
先

東
京
都
江
東
区
住
吉
一

一
九

一

六
〇
二

令
和
八
年
五
月
一
日
（
号
外
第
百
一
号
）
厚
生
労
働
省

告
示
第
二
百
十
二
号
（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、

有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
検
定
を
要
す
る
も
の
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
医
薬
品
等
の
一
部
を
改
正
す

る
件
）

（
原
稿
誤
り
）

四
ペ
ー
ジ
改
正
後
欄
一
行
目
か
ら
二
行
目
ま
で
及
び
改

正
前
欄
一
行
目
か
ら
二
行
目
ま
で
の
各
行
は
、
い
ず
れ
も

縦
書
き
と
す
る
。

令
和
八
年
五
月
二
十
九
日
（
号
外
第
百
十
九
号
）
厚
生

労
働
省
告
示
第
二
百
三
十
二
号
（
特
定
保
険
医
療
材
料
及

び
そ
の
材
料
価
格
（
材
料
価
格
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す

る
件
）

訂
正
公
告

令
和
八
年
九
月
二
日
（
号
外
第
一
九
六
号
）
掲
載
の
第

三
期
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、
固
定
資
産
「8 

1
2
8

」
と

あ
る
は
「8 

0
7
7

」、
資
産
の
部
合
計
「8 

1
5
9

」
と
あ
る
は

「8 
1
0
8

」、
株
主
資
本
「2 

5
6
5

」
と
あ
る
は
「2 

5
1
4

」、

利
益
剰
余
金
「

6
8
4

」
と
あ
る
は
「

7
3
5

」、（
う
ち
当
期

純
損
失
）「（1

7
9

）」と
あ
る
は
「（2

3
0

）」、
負
債
及
び
純
資

産
の
部
合
計
「8 

1
5
9

」
と
あ
る
は
「8 

1
0
8

」
の
誤
り
に

つ
き
そ
れ
ぞ
れ
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
九
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
三
番
一
号

築
館
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

桐
迫

啓
彰


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